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令和 5 年１１月３日、八尾市民生委員児童委員協議会、前会長川﨑吉継氏が永年にわたり公益のため、

尽力貢献された功績により瑞宝単光章の栄に浴されました。

八尾市民生委員児童委員協議会あげて心よりお祝い申し上げます。

瑞宝単光章
明治８年４月に「勲章従軍記章制定ノ件」（太政官布告第５４号）が公布され、これが現在の旭日章の基となったもので、

我が国の勲章制度の始まりとなっています。以降、明治９年に菊花章、明治２１年に瑞宝章と宝冠章、また、昭和12年に
は文化勲章が制定されました。
瑞宝単光章　公務等に長年にわたり従事し、成績を挙げた方。

令和５年　社会福祉功労者厚生労働大臣表彰　（5.11.15）
・黒野　美鈴（曙川中）　・小坂　明美（曙川中）　　　受賞おめでとうございます。

川㟢前会長 「瑞宝単光章」受賞

「民生委員・児童委員の欠員問題を考える」

特集①

※内閣府ホームページより転載

祝賀会のようす
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「はとぽっぽ」は「保護者とその子ども（0 歳～就学前（児））が自由に集い、遊びの広場を通じて保

護者同士の交流につなげること、民生委員・児童委員が地域の多くの方達との出会いとふれあいのなか幼

児と保護者の視点から子育ての支援をすること」を目的としています。

新型コロナウイルス感染症の影響で、地域における行事や活動が余儀なく制限されてきましたが、昨年

５月に「第２類」から「第５類」に移行されたことを受け、少しずつですが、各地域で活動が再開されて

きました。

今回は、１２月に成法中・高美中地区でスタートした「は

とぽっぽ」のようすをお届けします。当日は、１２組の親

子が参加され、リズム体操や紙芝居などの取り組みが行わ

れ、久しぶりの「はとぽっぽ」の再開に参加された方は終

始楽しそうに過ごされていました。

参加者からは「子育ての工夫や悩みの情報交換が出来た」

「地域の民生委員児童委員の方と日頃からつながりがある

と心強い」「子育てサロンを楽しみにしていました」など

の声があがりました。

民生委員児童委員制度が発足された当初は、行政の補助機関として主に生活保護世帯への相談、支援が

任務とされていました。現在は、少子高齢化等を背景に、在宅の高齢者の生活支援、児童の健全育成、子

育て支援、障がい者の生活支援など活動範囲は幅広く、地域福祉の推進のために欠くことのできない存在

となっています。

しかしながら、活動範囲の拡大により委員の負担が増え、仕事や私生活とのバランスが保てなくなりつ

つあります。近年では１期３年で退任する例や後任のなり手もないなど、慢性的な人材不足が深刻化して

いる現状があります。

民生委員・児童委員の欠員問題は、全国的な課題ではありますが、八尾市においても定数 412 人に対

して欠員（代行を含む）が 46 人（R６.３.３１現）という状況にあります。

幹事会では、「後進のために今こそ考えていく時期」「他市の事例などを参考にしたい」など課題解決の

ために建設的な意見が出され、本年度に「民生委員・児童委員の欠員問題を考える研究会（仮称）」を開

催してまいります。

子育てサロン「はとぽっぽ」の再開に向けて

「民生委員・児童委員の欠員問題を考える」

特集②

特集③

「はとぽっぽ」のようす
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部
会
長　

西
川　

一
男

障
が
い
者
福
祉
部
会
で
は
、

昨
年
５
月
17
日
に
研
修
会
、
12

月
５
日
に
施
設
見
学
を
行
い
ま

し
た
。
研
修
会
で
は
、
八
尾
市

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
原
田
千
恵
子
氏
を
招
い

て
、「
引
き
こ
も
り
・
長
期
未

就
労
者
を
抱
え
る
ご
家
族
の
支

援
」
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
皆
様
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

で
「
温
か
い
眼
差
し
で
見
守
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
り
ま

し
た
。
次
に
同
じ
く
藤
永
勝

也
氏
よ
り
、「
元
当
事
者
だ
っ

た
か
ら
話
せ
る
引
き
こ
も
り
当

事
者
の
気
持
ち
」
と
題
し
て
お

部
会
長　

植
村　

幸
永

令
和
５
年
度
は
研
修
会
を
２

回
開
催
し
ま
し
た
。

・
５
月
ミ
ニ
研
修
会
テ
ー
マ

「
人
生
会
議
」

・
12
月
「
認
知
症
高
齢
者
声

か
け
体
験
」

専
門
部
会
活
動
報
告

声かけ体験のようす

ボッチャ体験のようす

ミニ研修会のようす

障
が
い
者
福
祉
部
会

高
齢
者
福
祉
部
会

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
引
き
こ
も
り
の
経
緯
か
ら

最
終
的
に
支
援
す
る
側
に
回
っ

て
感
じ
て
い
る
こ
と
を
具
体
的

に
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
施

設
見
学
は
、
障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
八
尾
市
立
障
害
者
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
」
で
、

ボ
ッ
チ
ャ
体
験
を
し
ま
し
た
。

実
際
や
っ
て
み
る
と
難
し
く
、

い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
来

年
度
も
様
々
な
研
修
を
行
い
た

い
で
す
。

ミ
ニ
研
修
会
で
は
、「
人
生

会
議
」
に
つ
い
て
知
る
こ
と
か

ら
は
じ
め
ま
し
た
。「
最
期
ま

で
ど
う
生
き
た
い
か
」
を
考
え

る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
ツ
ー
ル

と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
啓
発
活
動
を
継
続
し
た
い
と

感
じ
ま
し
た
。

体
験
研
修
で

は
ひ
と
り
あ
る

き
（
徘
徊
）
の

方
へ
の
声
掛
け

の
ポ
イ
ン
ト
を

学
び
ま
し
た
。

高
齢
者
あ
ん
し

ん
セ
ン
タ
ー
、

商
店
街
、
介
護

者
家
族
の
会
な

ど
多
く
の
方
の

協
力
で
実
施
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
店
先
を
お
借
り
し
て

の
５
地
点
で
声
掛
け
を
進
め
る

う
ち
に
ス
ム
ー
ズ
に
声
掛
け
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
の
体
験
で
身
に
つ
け
た

ス
キ
ル
を
、
実
際
の
現
場
で
も

活
用
で
き
る
場
面
に
繋
が
れ
ば

嬉
し
い
で
す
。
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昨
年
の
４
月
２
日
（
日
）
山

本
幼
稚
園
の
跡
地
で
第
１
回
桜

ま
つ
り
フ
ェ
ア
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
出
店

希
望
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
企
画
を
持
ち

込
み
、
３
０
０
０

人
以
上
の
来
場
者

で
大
い
に
賑
わ
い

ま
し
た
。
上
之
島

中
地
区
民
児
協
も

ブ
ー
ス
を
借
り
て

ク
ロ
リ
テ
ィ
（
輪

投
げ
）を
実
施
し
、

約
４
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
や

保
護
者
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に

も
や
っ
て
い
る
の
が
ギ
タ
ー

の
弾
き
語
り
で
す
。
年
数
だ

け
で
言
う
と
こ
れ
が
一
番
長

い
の
で
す
が
、
途
中
で
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
下

手
で
す
。「
下
手
の
横
好
き
」

で
す
。
始
め
た
の
は
「
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
」
に
な
る
た
め

で
し
た
（
ギ
タ
ー
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
）。
し
か
し
才
能
も
な

く
、
た
い
し
て
練
習
も
し
な

か
っ
た
の
で
、
上
達
し
な
い

ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

万
年
初
心
者
で
す
が
、ギ
タ
ー

を
弾
く
の
は
、
ど
こ
で
も
誰

と
で
も
歌
え
る
か
ら
で
す
。

私
は
何
で
も
や
っ
て
み
る

の
が
趣
味
で
す
。
ギ
タ
ー
、

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
、
キ
ャ
ン

プ
、
自
転
車
旅
行
、
バ
イ
ク
、

ス
キ
ー
、
ゴ
ル
フ
、
ビ
リ
ヤ
ー

ド
、
釣
り
、
ド
ロ
ー
ン
等
々
。

と
に
か
く
浅
く
広
く
が
モ
ッ

ト
ー
で
、
ど
れ
も
中
途
半
端

で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
中
学

２
年
の
時
に
始
め
て
、
今
で

リレー投稿
「桜まつりフェア
と悩ましい課題」

山下　豊次
（上之島中地区）

葭
仲
　
勝
義

（
高
安
中
地
区
） 

趣 味

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
民

児
協
の
存
在
を
少
し
で
も
知
っ

て
も
ら
え
た
か
な
と
思
い
ま
し

た
。そ

ん
な
上
之
島
中
地
区
民
児

協
で
す
が
、
次
の
一
斉
改
選
で

は
定
員
30
名
中
13
名
が
定
年
の

75
歳
を
超
え
て
し
ま
い
ま
す
。

次
の
担
い
手
探
し
が
喫
緊
の
課

題
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

や
地
区
福
祉
委
員
会
に
も
協
力

を
お
願
い
し
、
次
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
探
す
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
悩
ま
し
い
日
々
が
続

き
そ
う
で
す
。

座 右の銘

「
相
手
に
変
化
を
望
む
な
ら
、

　
　
ま
ず
自
分
が
変
わ
る
べ
き
で
あ
る
」

様
々
な
物
事
を
進
め
て
い
く
際
に
、
色
々
な
意
見
が
対
峙
す
る
場
面
に
で
あ
う
。

な
ぜ
、
相
手
が
理
解
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
と
、
そ
の
点
ば
か
り
を
重
視
せ
ず
、
ま
ず
は
自
分
の

考
え
、
行
動
を
見
直
し
、
改
め
る
こ
と
で
、
相
手
の
気
持
ち
が
変
わ
り
、
物
事
が
円
滑
に
い
く
の
で
は

な
い
か
と
、
常
に
思
っ
て
い
る
。
　

谷
元
　
千
津
子
（
久
宝
寺
中
地
区
）

クロリティ（輪投げ）のようす
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苑
（
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ

ー
）
の
方
も
参
加
し
、
情
報
共

有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

忘
年
会
や
新
年
会
、
研
修
旅

行
等
を
行
い
親
睦
を
深
め
て
い

ま
す
。
昨
年
、
神
戸
震
災
記
念

館
を
見
学
し
た
ば
か
り
で
し
た

の
で
、
能
登
半
島
地
震
の
悲
惨

な
状
況
が
身
近
な
も

の
に
思
え
ま
し
た
。

地
震
は
、
い
つ
ど
こ

で
発
生
す
る
か
わ
か

ら
な
い
の
で
、
常
に

物
と
心
の
備
え
を
意

識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動

を
休
止
し
て
い
た

「
は
と
ぽ
っ
ぽ
」
も

八
尾
中
地
区
は
、
近
鉄
八
尾

駅
の
北
側
に
位
置
し
ま
す
。

用
和
小
学
校
と
長
池
小
学
校

の
33
名
（
欠
員
３
名
）
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

例
会
は
、
市
役
所
の
地
域
共

生
推
進
課
の
方
や
緑
ヶ
丘
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
萱
振 地

区
研
修
だ
よ
り

八
尾
中
地
区
　
　
　
植
田
　
和
則

り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
気
軽
に
話
し
合
え
る

雰
囲
気
で
、
説
明
書
に
は
載

っ
て
い
な
い
地
域
な
ら
で
は
の

質
問
も
出
て
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
是
非
ま
た
機
会
を
持
ち
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
八
尾
警
察
署
防
犯
係

の
仙
石
氏
か
ら
詐
欺
被
害
の
実

曙
川
中
地
区
　
　
増
井
　
保
彦

２
月
27
日
、
久
々
に
研
修
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
内
容

は
【
活
動
報
告
書
の
書
き
方
】

と
【
振
込
詐
欺
な
ど
の
実
態
】

で
す
。

活
動
報
告
書
の
書
き
方
に
つ

い
て
は
、
新
委
員
か
ら
質
問
が

よ
く
あ
り
、
研
修
会
を
開
き
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
な
か
な
か
実
現
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
事
務
局
の
中
辻
氏
が
、

い
ろ
ん
な
事
例
を
あ
げ
て
わ
か

地区委員会のようす

研修会のようす

態
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
八
尾

市
は
詐
欺
被
害
が
大
阪
府
ワ

ー
ス
ト
１
位
の
常
連
だ
そ
う
で

す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
カ
ー
ド

詐
欺
の
巧
妙
な
手
口
は
実
演
付

き
で
解
説
が
あ
り
、
一
同
ビ
ッ

ク
リ
で
し
た
。
ま
た
、
本
物
の

詐
欺
師
の
電
話
の
録
音
も
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
詐
欺
師
の
自

然
な
話
し
口
調
に
は
、
関
心
す

る
や
ら
驚
く
や
ら
…
。

「
サ
ポ
ー
ト
や
お
」
か
ら
３
人

の
職
員
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
、
有
意
義
な
研
修
会
に
な

り
ま
し
た
。

今
年
か
ら
再
開
し
よ
う
と
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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小
坂　
　

明
美　

（
曙
川
中
）

☆
令
和
５
年　

全
民
児
連

功
労
者
表
彰

（
５
．
11
．
21
）

◎
20
年
勤
続
表
彰

　

阪
上　

美
智
子　

（
成
法
中
）

☆
令
和
５
年　

全
民
児
連

永
年
勤
続
表
彰（

５
．
11
．
21
）

◎
10
年
勤
続
表
彰

　

山
田　
　

良
子　

（
成
法
中
）

　

小
阪　

美
重
子　

（
上
之
島
中
）

　

竹
岡　
　

規
子　

（
竹　

渕
）

☆
令
和
５
年　

秋
の
叙
勲

（
５
．
11
．
3
）

　

川
﨑　
　

吉
継　

（
高
美
中
）

☆
令
和
５
年　

文
化
の
日

市
民
表
彰

（
５
．
11
．
3
）

　

中
野　
　

眞
也　

（
曙
川
南
中
）

　

𠮷
原　
　

好
則　

（
大
正
中
）

☆
令
和
５
年　

社
会
福
祉
功

労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

（
５
．
11
．
15
）

　

黒
野　
　

美
鈴　

（
曙
川
中
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表　

彰

（
※
は
退
任
者
）

  

退　

任

お
勤
め
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

（
５
．
12
．
31
）

　

阪
上　

美
智
子　

（
成
法
中
）

（
６
．
1
．
31
）

　

川
﨑　
　

吉
継　

（
高
美
中
）

（
６
．
２
．
20
）

　

二
ノ
丸　

覚
正　

（
八
尾
中
）

（
６
．
３
．
31
）

　

三
浦　
　

眞
弓　

（
曙
川
南
中
）

　

藤
川　
　

寿
之　

（
曙
川
中
）

　

「令和6年（2024年）能登半島地震」義援金に協力しました

令和 6 年（2024 年）1 月 1 日 16 時 10 分に、石川県の能登半島で発生した「能登半島地震」

は、地震・津波等の影響により、石川県、富山県、新潟県、福井県などで人的及び家屋への

甚大な被害が発生し、複数県の市町村に災害救助法が適用されました。

こうした状況をうけて、被災地の共同募金会では、被災された方々を支援するために義援

金の募集を行っています。

八尾市民生委員児童委員協議会といたしましても、大阪府共同募金会を通じて義援金

（５０, ０００円）の協力を行いました。

尚、義援金は、被災県において取りまとめられ、設置される配分委員会において配分額を

決定し、被災市町村を通じて被災者へ配分されます。

災害はいつ起こるかわかりませんので、日頃の民生委員・児童委員活動から災害に強い地

域づくりに取り組んでいきたいと思います。

   

委　

嘱

今
後
と
も
よ
ろ
し
く

（
５
．
12
．
１
）

　

田
中　
　

欣
一　

（
曙
川
中
）

（
６
．
１
．
１
）

　

井
手
下　

由
佳
子
（
成
法
中
）

　

道
源　

希
世
子　

（
曙
川
中
）

　

荻
野　
　

瑞
穂　

（
久
宝
寺
中
）

　

永
富　
　

利
子　

（
曙
川
南
中
）
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あ
と
が
き

ま
ず
初
め
に
、
第
81
号
の
発
行
準
備
を

す
る
中
、
地
区
委
員
の
皆
様
に
は
タ
イ
ト

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
原
稿
依
頼
を
さ
せ

て
頂
い
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
と
は
い
い
な
が
ら
私
自
身
に
も
「
座

右
の
銘
」
の
原
稿
依
頼
が
あ
り
、
慌
て
た

わ
け
で
す
が
。

座
右
の
銘
は
？
と
改
め
て
考
え
た
と
こ

ろ
、
私
に
は
実
母
の
教
え
や
人
生
半
分
以

上
生
き
、
日
々
感
じ
学
ん
だ
こ
と
が
多
す

ぎ
て
、
迷
い
ま
し
た
が
、
掲
載
し
て
頂
い

た
あ
の
言
葉
に
落
ち
着
い
た
次
第
で
す
。

又
、
２
０
２
４
元
旦
に
発
生
い
た
し
ま

し
た
「
能
登
半
島
地
震
」
に
は
本
当
に
驚

き
ま
し
た
。
阪
神
淡
路
、
東
日
本
大
震
災

の
経
験
を
元
に
、
市
町
村
で
は
、
様
々
な

対
策
を
構
築
し
て
い
た
は
ず
で
す
が
、
や

は
り
犠
牲
者
が
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
達
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

モ
ッ
ト
ー
は
、「
自
分
の
身
の
安
全
が
第

新委員長紹介について　高安中　葭
よしなか

仲　勝義

令和６年１月より民児協幹事（高安中地区委員長）を務めさせていただいておりま

す。先輩方の足を引っ張らないように頑張る所存です。仕事が休みの日には畑に出る

ことが多いのですが、そこでは季節の移ろいを感じます。「草
そうもくこくどしっかいじょうぶつ

木国土悉皆成仏」とい

う言葉が実感できます。そこで思うのは「まして人間をや」ということです。のどか

な里山の風景が残る高安地域ですが、そこに暮らす人たちが、少しでも幸せを感じら

れるよう、微力ながらお手伝いしたいと思います。何卒、ご指導ご鞭撻の程よろしく

お願いいたします。

民生委員 ・ 児童委員PRグッズご案内
「民生委員・児童委員」活動や役割を知ってもらうPRグッズを作成しました。
オリジナルトートバッグ ： 全委員１人１個
オリジナル付箋（作成中） ： 小中学校等へお渡し予定
また、その他「PRカード」もあります。ご希望の方は、事務局までお問い合わせください。

八
尾
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
！

※
詳
細
は
、
第
82
号
に
記
載
予
定
で
す
。

一
」
し
か
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
そ
こ
か

ら
何
を
す
べ
き
な
の
か
が
、
明
確
に
は
理

解
で
き
て
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
決

し
て
待
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
い
つ
震
災
が
発
生
す
る
の
か
は
、
誰

に
も
解
り
ま
せ
ん
。

備
蓄
は
勿
論
の
事
と
し
、
各
々
の
地
区

で
各
団
体
が
、
話
し
合
う
機
会
を
持
ち
、

連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
な
環
境
を

整
え
る
時
期
が
来
て
い
る
よ
う
に
、
思
わ

れ
ま
す
。

第
82
号
に
は
、
皆
様
の
意
見
を
多
く
取

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ス
マ
ホ

か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
れ
る
仕
組

み
を
検
討
中
で
す
。

皆
様
の
意
見
を
、
沢
山
い
た
だ
き
、
読

み
応
え
の
あ
る
「
風
知
草
」
を
、
お
届
け

で
き
る
よ
う
に
部
会
員
、
事
務
局
と
と
も

に
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

広
報
部
会
長　

谷
元　

千
津
子


